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An Omni-directional, Horizontally Polarized Antenna Printed on a Dielectric Substrate 

 
長谷川 彬 

Akira Hasegawa  
指導教員 中野久松 

 
法政大学大学院工学研究科情報電子工学専攻修士課程 

 
This paper presents an antenna that radiates an omni-directional, horizontally polarized wave. The 

radiating elements and parasitic elements are printed on a dielectric substrate. It is found that the frequency 
response curve of the VSWR shifts downward as the inner angle is decreased. 
Key Words :omni-directional, horizontally polarized wave, dielectric substrate. 

 
 
１． まえがき 
空気中に置かれた自立型の無指向性水平偏波放射アン

テナを提案してきた[1]－ [2]. 文献[3]においては誘電体

基板上にアンテナ素子を印刷した場合が検討されている. 

文献[4]においては実験を行い, 数値解析の妥当性が確認

された. 本稿では, 給電のため地板の最適化を行い, 放

射素子構造を検討する.  

 
２． 無指向性水平偏波アンテナ 
（１）解析モデル 
図１に本アンテナの構造及び座標系を示す. 厚さB, 比

誘電率εrの誘電体基盤に 3つの放射素子, 2つの無給電素
子を印刷している. 中心から最外素子までの距離を routと

する. 地板の半径を rgpとし,  誘電体基盤は地板からの高さ h
の位置に配置されている. 給電は地板中央から 1 点給電
となっている. 本稿では中心素子角2φをパラメータとし,  アンテナ
特性を算出する.  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   (a) Perspective view  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(b) Top view 
 

       図 1 アンテナ構造 

 
 

表 1 構造値 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

φ
2φ

ro u tro u t

r in

h

B

x

z

y

rgp

Symbol Value Unit
rgp 15.5 mm
rin 8.4 mm
rout 10 mm
h 5.6 mm
B 1 mm
ε r 2.6
φ varied



（２）解析結果 
 

図２に VSWR の周波数特性を示す. 中心素子角２φの

減少にともない VSWR の特性カーブは低域にシフトす
る. 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                 図２ VSWR 

 
 
図３に VSWR 最下点での放射パターンを示す. 中心素
子角によらず, 水平面内で主偏波成分無指向性の放射パ
ターンとなっている.  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       図３ 放射パターン 

 

 図４にθ = 90o方向の利得の周波数特性を示す. 利得は
中心素子角 2φが減少すると高域で利得は高くなる.  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         図４ 利得 

 
３． まとめ 
中心素子角度によらず水平面内で無指向性の放射パタ

ーンを確認した. 中心素子角 2φの減少に伴い VSWR特性
カーブは低域にシフトする.  
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